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図7:(a)Snの分散 (b)Mnの分散
























Nn ⇔ Mn ⇔ S,1
の対応関係に着目すると､
P(A;n)/PmaI(n)Jgp(-CnS(A-An)) asn→∞ (16)























- 数値的に正しいβを求めることは可能なのか?･---- トー ラスの嶺域
が多い場合の解析が困難
･拡散係数βとカオスを形づくる不変集合との関係は?
･自由度を大きくしていったどうなるのか7- -- ･統計力学
一 時間相関関数?
一 統計熱力学的形式による記述?
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